
らしに密接な関わりを持っています。その祭礼の様子や由来を知ってもらえれば」と話しています。同
冊子は同館ほか、役場、図書館、駅北インフォメーションセンター、JR白老駅に置いてあります（無
料）。問い合わせは同館（☎８５－２６６６）へ。

　４月22日～５月７日、同館展示室で開催されました。同刀談義会
員が所蔵する貴重な刀、脇差、短刀、槍など25点を展示。会員や堀
井胤匡刀匠、鳥羽達一郎元文化庁刀剣登録審査員らの展示解説も行
われ、期間中に町内外、女性を含む約1,200人ほどが訪れ、美術刀
剣の価値を学びました。
　次回刀剣展は「堀井一門展～初代二代三代没後周年記念」（仮
称）を10月に予定しています。
　問い合わせは同館（☎８５－２６６６）へ。

　再発見シリーズは町民にあらためて本町の特徴や魅力を認識してもらうと
ともに、町外から訪れた方にも一層深い理解を―と、平成28（2016）年度か
ら発行しています。これまでに「まち歩きマップ　しらおい再発見」「白老
人物伝１」「ポロト湖物語」「アヨロの大地」「白老元陣屋を描いた絵図面」
「白老アイヌの伝承」の６冊で、本町が誇る多種多様な歴史的資源を掘り起
し、平易に紹介しています。
　シリーズ７はB5判16㌻カラー、2,000部発行。中では社台稲荷神社、白老
八幡神社、愛宕神社、塩釜神社、萩野神社、北吉原八幡神社、竹浦神社、虎
杖浜神社の８社を取り上げています。各神社の氏子から聞き取りや情報を募
り、祭礼の様子や由来などをふんだんな写真とともに掲載。中にはどこの神
社の祭礼か分からなかった写真が、同冊子編集過程で明らかになったのもあ
るそうです。
　同館の平野敦史学芸員は「郷土にとって神社は、信仰の対象であると同時
に定期的に催される祭礼を通じて人々のつながりを強め、私たちの日々の暮

　イランカラプテ。チキサニでは、今年も７月１日㈯、ミニ体験「オオウ
バユリ採取加工体験」を開催します。毎年、小学生から大人まで、さまざ

まな方々にご参加いただいている「オオウバユリ採取加工体験」では、まず、森野地区で栽培した

プであります。ということで、残念ながらアイヌ文化とオオウバユリの関わりをここだけでは全て
伝えることができないため、続きは体験で、皆さまのご参加をお待ちしております。詳細は本紙14
ページの「くらし百科　催し　イオル体験交流事業」をご覧ください。
　 　政策推進課　アイヌ政策推進室　学芸員　森洋輔

オオウバユリを見学し、その特徴や採取に適したものの見分け方などを
学んでもらい、トゥレプタニと呼ばれる掘り具を使って、トゥレプ（オ
オウバユリのユリ根）を採取してもらいます。その後、チキサニにて、
トゥレプをニス（臼）やイユタニ（杵）を使って加工し、デンプンを取
り出した後、残った繊維を発酵、乾燥させてオントゥレプアカムという
保存食にするまでを体験していただく予定です。
　さて、種から芽を出し、約７年程で花を咲かせて、その一生を終える
オオウバユリは、アイヌ民族の伝統的な食文化のなかでも、ギョウジャ
ニンニクと並んで重要な植物で、「ハルイッケウ（食料の背骨：食料の
中心になるもの）」と呼ばれます。そして、アイヌ民族が食料としたの
は、花を咲かせる前の年、６月下旬頃のオオウバユリから採れるトゥレ

オオウバユリ採取加工体験

問い合わせ先：イオル事務所　チキサニ　☎８２－６３０１

町教委仙台藩白老元陣屋資料館
ふるさと再発見シリーズ７ 「白老　神社と祭礼」発行

令和５年度仙台藩白老元陣屋資料館　特別展
第11回刀剣展「札幌刀談義会員所蔵愛刀展」

昨年６月のオオウバユリ採取
加工体験にて、トゥレプタニ
でトゥレプを掘り出す参加者
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